
松原2丁目町会事務所松原2丁目町会事務所

松原三・四丁目自治会館松原三・四丁目自治会館

☎3325－1709
松一会館（松原 1－52－4）

☎3328－3803
松原 2丁目町会事務所（松原 2－21－16）
　

☎3325－8186
松原三・四丁目自治会館（松原 3－15－18）

☎3321－2422
松原 5・6丁目自治会館（松原 5－8－11）

松原 1丁目 24～28，34～38 番，
松原 2丁目全域，
松原 5丁目 18・19番の一部，
20，34～39，41～43，48番

松原 1丁目 1～23，29～33，
39～58番，
大原 2丁目 29番

松原 3・4丁目全域

松原 5丁目 1～17，
18・19番の一部，21～33，40，
44～47，49～61番，
松原 6丁目全域
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世田谷区危機管理部災害対策課

北沢総合支所 地域振興・防災

松原まちづくりセンター

北沢警察署

世田谷消防署

世田谷消防署松原出張所

松原あんしんすこやかセンター

北沢保健福祉センター

世田谷清掃事務所

北沢土木管理事務所

世田谷保健所生活保健課

高齢者安心コールセンター（65歳以上）

東京都水道局お客さまセンター

東京都下水道局南部下水道事務所

東京電力カスタマーセンター

東京ガスお客さまセンター

ＮＴＴ（固定電話から）

〃　 　（携帯・スマホなどから）

　  〃  　    （IP電話･海外などから）

まつばら
防災マップ 2022年版



☎３３２１－４１８６　
松原5－43－28
(京王線・井の頭線「明大前駅」井の頭線「東松原駅」
 下車徒歩8分)

午前8時30分～午後5時
（閉庁日：土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日）

災害時は、災害対策本部の拠点隊となります。

□一時集合所、広域避難場所はどこ
か確認しておく。

□避難の方法を確認し、最短距離よ
り、安全なルートを全員で考える。

□在宅避難のための準備をしておく。

□安否確認の方法を決めておく。

□自宅周辺の街路消火器、スタンド
パイプ、D級可搬ポンプの設置場
所を確認しておく。

▶グラっときたら、まず身の安全！

▶落ちついて　火の元確認　初期消火！
▶あわてた行動　ケガのもと！
▶窓や戸を開け　出口を確保！
▶門や塀に近寄らない！

▶大規模火災　確かな避難！
▶正しい情報、確かな行動！
▶確かめ合おう　わが家の安全　隣の安否！
▶協力し合って救出・救護！
▶避難の前に電気・ガスの安全確認！

地震時の行動

地震直後の行動

地震後の行動

まつばら
防災マップ
ポケット版

大地震が  
起こったら！

　いざというとき、落ち着いて行動
できるように、このマップを参考に
災害時のとるべき行動や平常時の
備えを家族で確認しておきましょう。

身近な消火器具を
確認しよう

災害に備えて、初期消火のため、区
が設置しています。

消火栓に差し込み、ホース・筒先を
つなぐことで手軽に放水ができま
す。
（区または町会・自治会が管理して
います）

初期消火用のポンプで、防火水槽等
から給水して使用します。
（町会・自治会が管理しています）

※自宅でも消火器等の消火器具
　を備えておきましょう。

　また、消火器具の使用方法に
ついては、防災訓練で体験する
ことができます。

□街路消火器

□スタンドパイプ

□Ｄ級可搬ポンプ

◆自分の住んでいる地域を知り、日頃か
ら備えよう
•世田谷区洪水・内水氾濫ハザードマップ
浸水が予想される区域や浸水の程度、
水害時避難所などを記したもの。
まちづくりセンターでも配布し
ています。

•世田谷区雨量・水位情報
区内に設置した雨量局・水位局のデータや
河川水位監視カメラ画像を確認できます。

•土のうステーション（土のう置き場）
土のうステーションからは、区民の皆さん
が必要に応じて土のうを持ち出せます。

•東京アメッシュ
東京の詳細な降雨情報を
5分おきに確認できます。

•気象庁ホームページ
全国の気象警報・注意報等を
リアルタイムに確認できます。

◆家の点検をし、対策を立てておこう
強風により飛ばされる物が無いかなど、家
の周りを点検しましょう。また、道路沿い
の側溝や雨水ますが詰まると、道路冠水や
浸水が起こりやすくなります。側溝をふさ
がないように気をつけ、定期的な清掃を心
がけましょう。
水が流れ込む可能性の高い（半）地下駐車場
や地下室などがある場合は、土のうや止水板
を用意するなど対策を考えておきましょう。

風水害対策

防災訓練や
避難所運営訓練を

災害時を地区の力で乗り切るために、
日頃から訓練に積極的に参加しましょう。

行って
います！

※避難所に行くことだけが避難ではありません。
自宅で生活できる状況であれば在宅避難を
しましょう。

「在宅避難」のすすめ
　避難所での一人あたりの居住ス
ペースは畳約１畳分（1．65㎡）です。
　見知らぬ多くの人と共同生活を送
るため、プライバシーや衛生面は万全
ではありません。また、発災直後は
様々な物資が不足し、生活環境も大き
く変化するので、体調を崩す人も少な
くありません。

　住居に危険な損傷がなければ、住み
慣れた自宅で避難生活を送る「在宅避
難」は、地震という非常事態をふだん
に近い生活で乗り切る有効な選択肢
です。

信頼できる情報源から
正しい情報を
■テレビ・ラジオ
■エフエム世田谷【周波数 FM83.4MHz】
区内の地震情報、開設避難所情報、被害状況、
生活情報などの災害情報をお知らせします。

■ケーブルテレビ
【イッツ・コミュニケーションズ、ジェイコム東京】
ケーブルテレビ各社では、区内の身近な災害情
報などを提供します。

■世田谷区ホームページ
災害時に様々な情報を
お知らせします。

■災害・防犯情報メール配信サービス
あらかじめメールアドレスを登録され
た方を対象に、災害・防犯情報が
電子メールで送信されます。
（パソコン・スマートフォン・
携帯電話で受信可）

■Twitter（ツイッター）
フォローすると、
防犯・防災・災害情報などが
配信されます。

■ＬＩＮＥ（ライン）
防災メニューから
災害情報などへアクセスできます。

■防災行政無線
区内189か所に設置された防災行政無線塔か
らの放送により、災害情報などをお知らせしま
す。また、電話応答サービスで防災無線塔から放
送された内容を聞くこともできます。
【0180-99-3151（通話料有料）】

家族の安否確認

災害用
伝言板

「Web171」

災害用伝言
ダイヤル
「171」

【問い合わせ先】電話 ⇒ 局番なしの「116番」
　　　　　　　 ホームページ ⇒ https://www.ntt-east.co.jp/saigai/ 

171にダイヤル

をプッシュをプッシュ
ガイダンスに従い

ガイダンスに従い
被災地の方の
電話番号を
市外局番から
ダイヤルガイダンスに従いプッシュ式はなどをプッシュ

171にダイヤル
伝言の録音

30秒以内に録音

伝言の再生

再　　生

地震などの大災害発生時、個人の安否確認手段として、
NTT東日本が運用する「災害用伝言ダイヤル」がありま
す。被災地の方が録音した安否などに関する情報を他
の地域の方が聞くことができるほか、他の地域の方か
ら被災地の方へメッセージを送ることもできます。

災害を想定して、日頃から家族内で家族が離ればなれになった時の連絡方法を決めておき
ましょう。ただし、災害時、被災地では発信規制がかかると電話が通じにくくなるので、災
害用伝言ダイヤルなどで安否を確認しましょう。

インターネットを利用した伝言板です。被災地域の居住
者が、電話番号などをもとにして伝言情報（テキスト・
音声・画像）の登録が可能です。
https://www.web171.jpへアクセスし、画面に従っ
て伝言情報の登録および閲覧を行ってください。

在宅避難のための
事前の備え

建物と室内の安全確保
家屋の大きな損傷を防ぐため、耐震診断
を受け、必要に応じて耐震補強を施す。
また家具の転倒防止装置を正しく設置す
るなど、室内の安全を確保する。

4人家族が10日間でトイレを使用する回数は、約200回。自宅のトイレを利用した非常用
トイレの作り方を、汚物の処理方法を含めて事前にマスターしておく。

●10日間程度の食料品や水を備えておく。
 （首都圏は人口が多く、支援物資が行き渡
りにくい）

●日持ちする食品を多めに買い、使った分
だけ補充する循環型備蓄を日頃から心が
ける。

●調理に使うカセットコンロの動作を確認し、
カセットボンベの在庫を蓄えておく。

●ペットのいる家庭はペット分を追加。

食料、水、燃料

1人あたりの水の必要量は1日3ℓ。
4人家族の場合3ℓ×4人×10日＝120ℓ、
（2ℓボトル×60本）

●ご近所との情報交換　●エフエム世田谷
●区役所の防災無線塔と広報車
●避難所の掲示板
●世田谷区災害・防犯情報メール配信　　
　サービスに登録

正確な被害情報や生活情報を手に入れる
方法を考えておく。

情報

非常用トイレ

使用後 使用前

Bを取り出し
しっかり口を
しばる。

消臭剤とともに
密閉容器に
入れる

健康管理
持病や障害がある場合は日頃から主治医に
相談し、災害時の対策を立てておく。

A：ゴミ袋

B：ゴミ袋

C：吸水材

非常用トイレの作り方

上町地区町会連合会「在宅避難のすすめ」  引用

自宅での居住継続が困難な場合、または
二次災害を受ける可能性のある場合に
一時的に生活するための施設。

火災の延焼などにより、自宅や
一時集合所が危険な状態に
なった場合に避難する場所。

家屋が倒壊したり
火災の延焼などで
自宅が危険なとき

火災の延焼などで
一時集合所に
危険が迫ったとき

危険回避のために一時的に集合して様子を見る。
または、避難のために一時的に集合するところ。
ご近所の人の安全を確認しましょう。

一時集合所

広域避難場所 

避　難　所 

自　　宅 
危
険
が
去
り
、自
宅
が
安
全
な
と
き 危

険
は
去
っ
た
が

自
宅
が
安
全
で
な
い
と
き危険は去ったが

自宅が安全で
ないとき

一時

避

松原まちづくりセンター
避難の方法

マ
ツ
ち
ゃ
ん

ハ
ラ
ボ
ー

水水


